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議事要旨(4) 金融商品専門委員会における検討状況（金融負債）について 

 

冒頭、加藤副委員長（専門委員長）より、本年2月に公表された「金融商品会計基準（金

融負債の分類及び測定）の見直しに関する検討状況の整理」に対するコメント、並びに、

米国FASBの議論の状況について概要の説明がなされた。その後、関口専門研究員より、審

議事項(4)-1及び(4)－2に基づき、これらについて具体的な説明がなされた。 

説明の後、委員等からの主な発言及び事務局からの説明は以下のようなものであった。 

 

 あるオブザーバーから、金融負債に公正価値オプションを適用した場合に生じるリサ

イクリングの取扱いの是非に関して、どのように検討を行っていくことを考えている

かという発言があった。 

 ある委員から、リサイクリングは、金融商品に限らない概念的な問題でもあるため、

審議の方法は難しいが、これを契機に、一度、本委員会において議論を行うべきでな

いかとの発言があった。これに対して事務局は、金融商品専門委員会では、金融商品

特有の処理について議論することになるが、リサイクリングは、様々な会計基準に影

響するため、本委員会では、リサイクリングについて広範に議論を行っていきたいと

いう旨の回答がなされた。 

以 上 


